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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期
第１四半期
累計(会計)期間

第53期
第１四半期
累計(会計)期間

第52期

会計期間

自　平成21年
　　３月１日
至　平成21年
　　５月31日

自　平成22年
　　３月１日
至　平成22年
　　５月31日

自　平成21年
　　３月１日
至　平成22年
　　２月28日

売上高 (百万円) 16,862 17,240 68,107

経常利益 (百万円) 396 478 2,205

四半期(当期)純利益 (百万円) 218 264 1,211

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 1,167 1,167 1,167

発行済株式総数 (千株) 18,144 18,144 18,144

純資産額 (百万円) 9,944 11,002 10,937

総資産額 (百万円) 29,499 32,667 35,403

１株当たり純資産額 (円) 548.06 606.40 602.81

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 12.03 14.59 66.77

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 11.00

自己資本比率 (％) 33.7 33.7 30.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,497 △2,485 3,187

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 1,478 △1,260 △ 4,331

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 578 616 2,980

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,699 2,964 6,094

従業員数 (名) 666 710 636

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計期間に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 710（　1,948）

(注)　従業員数の（外書）は、パートタイマー、アルバイト及び嘱託契約の従業員（１日８時間換算）の当第１四半期会

計期間の平均雇用人員であります。なお、派遣社員は除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

商品部門別仕入実績

当第１四半期会計期間の仕入実績を商品部門別に示すと、次のとおりであります。
(単位：百万円)

商品部門

前第１四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期会計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日) 増減額 増減率

仕入高 構成比 仕入高 構成比

　 　 ％ 　 ％ 　 ％

青果 1,504 11.6 1,556 11.7 52 3.5

鮮魚 888 6.9 888 6.7 △0 △0.0

惣菜 1,027 8.0 1,078 8.1 51 5.0

精肉 1,308 10.1 1,355 10.1 47 3.6

生鮮計 4,728 36.6 4,879 36.6 151 3.2

デイリー 3,051 23.6 3,129 23.5 78 2.6

一般食品 2,532 19.6 2,497 18.7 △34 △1.4

菓子 810 6.3 863 6.5 52 6.5

酒 945 7.3 1,028 7.7 82 8.8

雑貨 783 6.1 845 6.3 61 7.9

その他 72 0.5 92 0.7 20 28.4

ドライグロサリー計 8,195 63.4 8,457 63.4 261 3.2

合計 12,924 100.0 13,337 100.0 412 3.2

(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 販売実績

当第１四半期会計期間の販売実績は、次のとおりであります。

①　商品部門別販売実績
(単位：百万円)

商品部門

前第１四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期会計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日) 増減額 増減率

売上高 構成比 売上高 構成比

　 　 ％ 　 ％ 　 ％

青果 1,819 10.8 1,868 10.8 48 2.7

鮮魚 1,239 7.3 1,233 7.2 △5 △0.4

惣菜 1,762 10.5 1,858 10.8 96 5.4

精肉 1,905 11.3 1,887 10.9 △17 △0.9

生鮮計 6,726 39.9 6,848 39.7 121 1.8

デイリー 3,877 23.0 3,958 23.0 81 2.1

一般食品 3,014 17.9 2,950 17.1 △63 △2.1

菓子 1,128 6.7 1,183 6.9 55 4.9

酒 1,099 6.5 1,181 6.8 81 7.4

雑貨 918 5.4 997 5.8 79 8.6

その他 97 0.6 120 0.7 22 23.5

ドライグロサリー計 10,135 60.1 10,391 60.3 256 2.5

合計 16,862 100.0 17,240 100.0 378 2.2

(注) １　金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な販売先の販売実績で、当該販売実績の総販売実績に対する割合が100分の10以上の販売先はありません。

　

②　地域別販売実績
(単位：百万円)

地域
前第１四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期会計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

増減額
増減率
（％）

広　島　県 7,084 6,677 △407 △5.7

岡　山　県 8,917 8,942 24 0.3

香　川　県 860 1,620 760 88.4

合　　　計 16,862 17,240 378 2.2

(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう
ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載
した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善が続くもとで輸出入や生産は回復基調に

あるもののその増加の動きは緩やかで、国内需要は設備・雇用の過剰感が強いことなどから先行きの不透

明感が拭えず、厳しい環境で推移しました。このような環境の中で、エコカー減税やエコポイント制度の延

長などの効果により若干の増加はあったものの、雇用・所得環境の厳しさが残る中で将来への不安から個

人消費の低迷が続きました。

小売業界におきましても、消費者の生活防衛意識・節約志向の中で低価格競争が続き、業種・業態を超え

た企業間競争が激しさを増し、厳しい経営環境となりました。

　このような状況の中で当社は、「地域一番お客様貢献店」を目指し次の取組み等を行いました。

商品面におきましては、好評の「生活防衛企画」である「低価格最善選」を継続実施し、常にニーズに応

じた商品に入れ替えを行い、お客様からご支持をいただいております。また、当社プライベート・ブランド

商品の「ハローズセレクション」の開発も引き続き進め、売上高構成比は前事業年度末の7.6％から0.4ポ

イント上昇し8.0％となりました。

　店舗運営面におきましては、お客様にお買い物のご満足を提供するために、売場づくり、接客、鮮度管理な

どを徹底いたしました。

　開発面では、当第１四半期会計期間中の新規出店はなく、店舗数は広島県19店舗、岡山県22店舗、香川県４

店舗の合計45店舗で、前事業年度末から変動はありません。

経費面では、ローコストオペレーション確立の一環として生産性向上対策、引き続いての電気使用量の抑

制、効果的な広告による販促費抑制などに取り組みました。

以上の結果、当第１四半期会計期間の売上高は172億40百万円（前年同四半期比2.2％増）、営業利益は５

億10百万円（前年同四半期比25.4％増）、経常利益は４億78百万円（前年同四半期比20.7％増）、四半期純

利益は２億64百万円（前年同四半期比21.2％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間において、前事業年度末の財政状態と比べて主な変動は次のとおりであります。

資産の部においては、有形固定資産が早島物流センター建設費中間金支払等により、４億45百万円増加し

217億45百万円となりました。

負債の部においては、流動負債は前事業年度末日金融機関休業の影響による買掛金の減少25億７百万円

及び未払金の減少７億86百万円があったことなどにより、26億77百万円減少し94億45百万円となりました。

固定負債は長期借入金の返済等により、１億24百万円減少し122億19百万円となりました。

純資産の部においては、利益剰余金の増加等により、65百万円増加し110億２百万円となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前四半期純利益を

４億80百万円計上したものの、前事業年度末日金融機関休業の影響による仕入債務の減少25億７百万円及

び早島物流センター建設費中間金支払等による有形固定資産の取得による支出12億55百万円等の要因によ

り、前年同四半期末に比べて７億34百万円減少し29億64百万円となりました。

当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、24億85百万円（前年同四半期比39億83百万円増加）でありました。こ

れは主に、税引前四半期純利益４億80百万円（前年同四半期比85百万円増加）、減価償却費２億65百万円

（前年同四半期比60百万円増加）、仕入債務の減少額25億７百万円（前年同四半期比33億29百万円減

少）によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、12億60百万円（前年同四半期比２億17百万円減少）でありました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出12億55百万円（前年同四半期比１億14百万円減少）によるも

のです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は、６億16百万円（前年同四半期比11億94百万円増加）でありました。こ

れは主に、短期借入金の増加額10億円（前年同四半期比20億円増加）、長期借入による収入４億50百万円

（前年同四半期比７億28百万円減少）によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

 8/25



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,200,000

計 49,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年７月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,144,00018,144,000
大阪証券取引所
(ＪＡＳＤＡＱ市場)

単元株式数は
100株であります。

計 18,144,00018,144,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

 9/25



(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年３月１日～
平成22年５月31日

― 18,144,000― 1,167 ― 1,110

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成22年２月28日の株主名簿により記載しており

ます。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　18,143,600 181,436 ―

単元未満株式 普通株式　　　 　400 ― ―

発行済株式総数 18,144,000― ―

総株主の議決権 ― 181,436 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株（議決権11個）含ま

れております。　

２　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式76株を含んでおります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
３月

　
４月

　
５月

最高(円) 676 683 678

最低(円) 639 652 640

(注)　平成22年３月31日以前は、ジャスダック証券取引所における株価であり、平成22年４月１日以降は、大阪証券取引

所(ＪＡＳＤＡＱ市場)における株価であります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は次のとおりでありま

す。

役職の異動

役員の氏名 新役名 旧役名 異動年月日

高松　清 監査役 監査役（常勤） 平成22年６月１日

　

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

11/25



第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期累計期間(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)は改正前の四半期財務諸表

等規則に基づき、当第１四半期会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び当第１四半期

累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)は改正後の四半期財務諸表等規則に基づき作成し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間(平成21年３月１日か

ら平成21年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、

当第１四半期会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22

年３月１日から平成22年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により

四半期レビューを受けております。

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査

法人となりました。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,964 6,094

売掛金 3 1

商品 1,450 1,430

貯蔵品 1 1

その他 584 556

貸倒引当金 △10 △10

流動資産合計 4,995 8,075

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,414 16,397

減価償却累計額 △5,630 △5,430

建物及び構築物（純額） 10,784 10,967

土地 8,683 8,668

その他 3,181 2,515

減価償却累計額 △903 △851

その他（純額） 2,277 1,664

有形固定資産合計 21,745 21,300

無形固定資産 179 186

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,480 2,219

建設協力金 691 －

長期前払費用 3,114 3,163

その他 459 459

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 5,746 5,842

固定資産合計 27,671 27,328

資産合計 32,667 35,403
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(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,894 6,401

短期借入金 1,000 －

1年内返済予定の長期借入金 2,155 2,203

リース債務 145 142

未払金 471 1,257

未払費用 741 620

未払法人税等 222 654

ポイント引当金 233 235

その他 581 606

流動負債合計 9,445 12,122

固定負債

長期借入金 8,202 8,332

リース債務 516 533

退職給付引当金 224 217

役員退職慰労引当金 219 214

預り建設協力金 1,507 1,531

長期預り敷金保証金 1,148 1,143

長期前受収益 400 371

固定負債合計 12,219 12,343

負債合計 21,665 24,466

純資産の部

株主資本

資本金 1,167 1,167

資本剰余金 1,110 1,110

利益剰余金 8,724 8,658

自己株式 △0 △0

株主資本合計 11,002 10,937

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 0 0

評価・換算差額等合計 0 0

純資産合計 11,002 10,937

負債純資産合計 32,667 35,403
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 16,862 17,240

売上原価 12,986 13,317

売上総利益 3,875 3,922

営業収入 451 517

営業総利益 4,327 4,439

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 172 148

消耗品費 203 158

給料及び賞与 1,621 1,628

退職給付費用 8 9

役員退職慰労引当金繰入額 3 4

法定福利及び厚生費 201 179

地代家賃 462 493

賃借料 155 132

水道光熱費 317 292

修繕費 49 61

減価償却費 205 265

租税公課 153 178

その他 365 374

販売費及び一般管理費合計 3,920 3,929

営業利益 406 510

営業外収益

受取利息 3 3

仕入割引 9 9

その他 7 11

営業外収益合計 20 24

営業外費用

支払利息 31 50

その他 0 6

営業外費用合計 31 56

経常利益 396 478

特別利益

賃貸借契約解約益 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税引前四半期純利益 395 480

法人税等 ※
 177

※
 216

四半期純利益 218 264

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

15/25



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 395 480

減価償却費 205 265

退職給付引当金の増減額（△は減少） △12 7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 4

ポイント引当金の増減額（△は減少） 19 △2

受取利息及び受取配当金 △3 △3

支払利息 31 50

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △1 △2

たな卸資産の増減額（△は増加） 62 △19

仕入債務の増減額（△は減少） 822 △2,507

預り建設協力金の増減額（△は減少） 150 △32

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 72 5

その他 333 △31

小計 2,079 △1,785

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △24 △42

法人税等の支払額 △557 △657

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,497 △2,485

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,369 △1,255

無形固定資産の取得による支出 △24 △3

長期前払費用の取得による支出 △35 △0

敷金及び保証金の回収による収入 13 0

敷金及び保証金の差入による支出 △62 △17

建設協力金の回収による収入 － 15

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,478 △1,260

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △1,000 1,000

長期借入れによる収入 1,178 450

長期借入金の返済による支出 △570 △627

リース債務の返済による支出 － △37

配当金の支払額 △185 △168

財務活動によるキャッシュ・フロー △578 616

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △558 △3,129

現金及び現金同等物の期首残高 4,258 6,094

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,699

※
 2,964
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期累計(会計)期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

（四半期貸借対照表関係）

前第１四半期会計期間において、投資その他の資産の「敷金及び保証金」に含めていた「建設協力金」は、明

瞭性を高めるため、当第１四半期会計期間から、１年内回収予定のものは流動資産の「その他」に、１年超のも

のは投資その他の資産の「建設協力金」に区分掲記することとしております。

　なお、前第１四半期会計期間の投資その他の資産の「敷金及び保証金」に含まれる「建設協力金」は804百万

円であります。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローの「敷金及び保証金の回収による収

入」に含めていた「建設協力金の回収による収入」は、明瞭性を高めるため、当第１四半期累計期間から区分掲

記することとしております。

　なお、前第１四半期累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローの「敷金及び保証金の回収による収入」に

含まれる「建設協力金の回収による収入」は12百万円であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に

著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期会計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

　

(四半期貸借対照表関係)

当第１四半期会計期間において、担保に供されている資産は前事業年度の末日と比べて著しい変動が

認められないため、記載しておりません。

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

※　法人税等の表示方法

「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整

額」を「法人税等」として一括掲記しております。

※　法人税等の表示方法

同左

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

現金及び預金 3,699百万円

現金及び現金同等物 3,699百万円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年５月31日現在）

現金及び預金 2,964百万円

現金及び現金同等物 2,964百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成22年５月31日)及び当第１四半期累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22

年５月31日)

　

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 18,144,000

　

　

２　自己株式の種類及び総数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 76

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日
定時株主総会

普通株式 199 11平成22年２月28日 平成22年５月28日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年２月28日以前のものに

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第１四半期会計期間末にお

けるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

　

(有価証券関係)

当社の所有する株式は、事業の運営において重要なものではありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

(持分法損益等)

関連会社がないため記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末
(平成22年２月28日)

　 　

　 606.40円
　

　 　

　 602.81円
　

　

２　１株当たり四半期純利益等

　
前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

１株当たり四半期純利益 12.03円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益 14.59円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(百万円) 218 264

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 218 264

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 18,143 18,143

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月10日

株式会社ハローズ

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　　本　　昭　　人　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　下　　西　　富　　男　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハローズの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第52期事業年度の第１四半期累計期間(平成

21年３月１日から平成21年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計

算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハローズの平成21年５月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年７月７日

株式会社ハローズ

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　伊　藤　邦　光　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　下　西　富　男　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハローズの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第53期事業年度の第１四半期会計期間(平成

22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハローズの平成22年５月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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